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一
般
会
計
予
算
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◎
ぎ
ゅ
っ
と
カ
ー
荷
物
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

問

ぎ
ゅ
っ
と
カ
ー
は
利
用

の
30
分
前
ま
で
予
約
可
能

で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
荷
物
支
援
が
必
要

な
利
用
者
に
も
対
応
で
き

る
の
か
。

答

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は

時
間
帯
を
決
め
て
乗
車
し

て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
そ
の
時
間
帯
で
あ

れ
ば
問
題
な
い
。

問

ぎ
ゅ
っ
と
カ
ー
は
定
員

９
名
だ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
乗
る
と
定
員
が

一
人
減
る
。
問
題
は
な
い

か
。

答

現
状
、
乗
車
率
は
1.2
人

ほ
ど
で
、
運
行
や
乗
車
希

望
の
方
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

問

タ
ク
シ
ー
で
は
運
転
手

の
方
が
荷
物
の
積
み
下
ろ

し
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
。

運
転
手
の
方
に
手
伝
っ
て

も
ら
う
考
え
は
。

答

現
状
ぎ
ゅ
っ
と
カ
ー
運

行
会
社
と
の
契
約
に
は
運

転
手
の
荷
物
の
補
助
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
契
約
に

入
れ
る
と
す
る
と
金
額
の

問
題
や
運
行
上
の
遅
れ
の

た
め
に
次
の
利
用
者
に
迷

惑
を
か
け
る
可
能
性
が
あ

る
。

問

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
は
今
後
も
続
け
て
い

く
考
え
か
、
そ
れ
と
も
実

証
実
験
的
な
も
の
か
。

答

今
回
の
措
置
は
実
証
運

行
で
あ
る
。
今
年
の
７
月

か
ら
来
年
１
月
ま
で
行

い
、
結
果
を
見
て
そ
の
後

の
運
行
を
判
断
す
る
。

【令和８年第２回吉田町議会定例会】
　専決処分３件、補正予算３件、契約１件、人事案件
１５件の合計２２議案を審議し、全議案について、原案
のとおり可決、承認、同意、適任とした。
　また、法令に基づく報告が３件あった。

一般会計補正予算（第１号）
１,０９７万円増額補正し、歳入歳出予算総額１４９億９,５９７万円とする。

◎補正予算の主な内容

１ 生活交通確保対策費（４０８万円）
　・“ぎゅっと”カーよしだで荷物の積み下ろしを手伝うボランティアの方に関する経費（３万円）
　・“ぎゅっと”カーよしだの運行業務委託料（２１４万円）
　・吉田町地域公共交通計画（令和９年度から）を作成するための負担金（１２４万円）

２ 教育振興事業費（３３７万円）
　・学校の監視システムを構築するため、工事費から委託料へ組み替え（４３９万円）
　・中学校部活の地域展開に伴う地域クラブの活動費補助金（２８８万円）
　・中学校部活の地域展開で増える生徒の負担金を援助するための要保護・準要保護生徒への補助金（４９万円）

補正予算、専決処分事項、
人事案件　全２２議案 可決
令和８年第２回定例会（会期：6月1日～6月16日）
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（
専
決
処
分
）

国
保
険
税
条
例
の
改
正

問

今
回
の
改
正
は
国
の
決

定
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
実
際
の
決
定
は
自
治

体
の
国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
状
況
な
ど
に
よ
り

各
自
治
体
に
裁
量
権
が
あ

る
。
県
内
に
も
据
え
置
く

決
定
を
し
た
自
治
体
が
あ

る
。
町
は
ど
の
よ
う
な
議

論
を
経
て
、
国
の
決
定
に

従
う
方
針
を
出
し
た
の
か
。

問

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
を
多
く
の
方
に
使
っ
て

も
ら
う
た
め
に
ど
の
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
の
か
。

答

制
度
紹
介
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
乗
っ
て
い

る
時
間
帯
な
ど
の
情
報
を

広
報
紙
、
Ｈ
Ｐ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
。

そ
の
ほ
か
自
治
会
館
へ
の

張
り
紙
も
考
え
て
い
る
。

◎
地
方
公
共
交
通
計
画

問

今
回
の
補
正
は
地
方
公

共
交
通
計
画
を
つ
く
る
た

め
の
国
庫
補
助
金
が
減
額

さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
。
し
か
し
、
減
額
分
全

て
を
補
填
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
同
計
画
作
成
費
は

928
万
円
か
ら
649
万
円
に
な

る
。
作
成
費
を
減
ら
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
計
画
の
精

度
が
落
ち
る
こ
と
は
な
い

か
。

答

精
度
を
落
と
さ
な
い
よ

う
に
工
夫
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
委
託
予
定
の
も
の

を
町
が
行
う
よ
う
に
し
た

こ
と
や
会
議
の
回
数
を
減

ら
し
た
り
、
中
身
の
見
直

し
を
行
っ
た
。

問

会
議
の
回
数
を
減
ら
す

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
町

民
の
声
を
聞
く
会
議
は
経

費
削
減
の
た
め
の
工
夫
は

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、

町
民
の
意
見
を
聞
く
機
会

は
重
要
で
あ
り
、
で
き
る

限
り
維
持
し
て
ほ
し
い
。

答

町
民
の
声
を
聞
く
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
減
ら
す
予

定
は
な
い
。
町
民
の
声
を

聞
く
作
業
は
丁
寧
に
行
っ

て
い
く
。

◎
学
校
の
監
視
シ
ス
テ
ム

　
構
築
委
託
料

問

今
回
委
託
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
な
げ
る
学
校
の
監
視
シ

ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
。

答

防
犯
カ
メ
ラ
を
学
校
の

ギ
ガ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接

続
す
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
で

情
報
漏
え
い
の
防
止
に
も

つ
な
が
る
。
ま
た
、
カ
メ

ラ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

な
げ
る
こ
と
で
包
括
的
な

保
守
管
理
、
点
検
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

◎
中
学
校
部
活
の
地
域
展
開

に
関
す
る
補
助
金

問

部
活
の
地
域
展
開
に
よ

り
、
生
徒
の
経
済
的
負
担

増
加
分
に
対
し
て
千
円
を

上
限
に
要
保
護
・
準
要
保

護
生
徒
に
支
給
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
地
域
展

開
の
目
的
が
教
職
員
の
負

担
軽
減
と
学
校
側
の
都
合

で
あ
れ
ば
、
全
生
徒
へ
の

補
助
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

教
職
員
の
負
担
軽
減
も

あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
少

子
化
が
進
む
中
、
生
徒
が

や
り
た
い
部
活
を
続
け
る

環
境
を
整
え
る
た
め
、
保

護
者
に
は
一
定
の
負
担
増

へ
の
理
解
を
お
願
い
し
た

い
。

一般会計予算補正予算（第２号）
２,２８２万円増額補正し、歳入歳出予算総額１５０億１,８７９万円とする。

　国の補正予算において、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金９４０万円交付されることにより、
同交付金事業の組み換えを以下のように行う。
　なお、この組み換えのため、町の貯金である財政調整基金を１,３４１万円使うこととなった。

～物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業～
メニュー 第２号補正後 当初

プレミアム付商品券の発行事業 1 億 4,735 万円 1 億 4,735 万円
水道基本料金負担軽減事業 7,001 万円 3,519 万円
保育所等給食費物価高騰対策事業 612 万円 612 万円
学校給食費保護者負担軽減事業（中学校） 677 万円 677 万円
公共調達における価格転嫁の促進 1,311 万円 1,311 万円
公共施設照明器具LED化事業 0 円 1,200 万円
その他 360 万円 360 万円

合　　計 2 億 4,699 万円 2 億 2,417 万円

主な改正内容
◦�基礎課税額の賦課限度額を６６万円から６７万円
に改める。
◦�子ども・子育て支援納付金課税額の賦課限度額
を３万円と規定する。
◦�５割減額の対象で被保険者数等に乗ずる金額を
３0万５千円から３１万円に、２割減額対象者につ
いては５６万円を５７万円に改める。
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答

国
が
示
す
法
改
正
の
主

旨
を
踏
ま
え
国
の
基
準
に

照
ら
し
当
町
が
行
う
改
正

か
ど
う
か
、
県
の
運
営
方

針
に
基
づ
き
県
内
自
治
体

の
動
向
を
考
慮
し
、
加
入

者
の
公
平
性
を
担
保
す
る

も
の
で
あ
る
か
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
医
療
費
の
高

度
化
、
高
齢
化
な
ど
社
会

情
勢
を
踏
ま
え
将
来
的
制

度
を
維
持
す
る
た
め
に
改

正
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

問

町
の
Ｈ
Ｐ
に
は
今
年
度

の
保
険
税
が
い
く
ら
に
な

る
と
の
記
載
は
あ
る
が
、

な
ぜ
改
正
し
た
か
の
理
由

は
書
か
れ
て
い
な
い
。
町

民
に
改
正
理
由
を
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

町
民
目
線
の
情
報
発
信

は
重
要
で
あ
る
。
前
向
き

に
対
応
し
た
い
。

（
専
決
処
分
）

都
市
計
画
税
条
例
の
改
正

問

国
の
法
律
の
主
旨
に
従

え
ば
、
特
別
特
定
建
築
物

家
屋
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

改
修
の
み
な
ら
ず
、
町
と

し
て
広
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答

本
改
正
は
特
別
特
定
建

築
物
家
屋
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
改
修
に
対
す
る
都

市
計
画
税
の
減
額
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

防
潮
堤（
住
吉
工
区
）整
備

工
事
請
負
契
約

問

物
価
高
騰
の
折
、
落
札

額
が
低
い
。
町
が
予
定
す

る
防
潮
堤
の
海
岸
盛
土
は

確
実
に
で
き
る
の
か
。

答

予
定
価
格
は
最
新
（
８

年
３
月
）
の
県
が
定
め
る

積
算
基
準
書
を
も
と
に
作

成
し
て
い
る
。
業
者
に
関

し
て
は
正
確
に
は
分
か
ら

な
い
が
、
利
益
を
確
保
し

て
実
施
可
能
な
金
額
で
請

け
負
っ
た
と
推
測
し
て
い

る
。
工
事
に
つ
い
て
は
、

県
の
施
工
管
理
基
準
で
管

理
し
、
で
き
る
も
の
は

し
っ
か
り
確
認
す
る
の
で

問
題
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

専
決
処
分
と
は

　
緊
急
性
な
ど
の
理
由
に

よ
り
議
会
を
招
集
す
る
時

間
が
な
い
場
合
に
、
町
長

が
先
に
決
定
し
、
後
日
議

会
に
報
告
し
て
承
認
を
求

め
る
制
度
で
す
。

◎
予
定
価
格

　
１
億
４
８
７
７
万

　
　
　
　
　
　
５
千
円

◎
契
約
金
額

　
１
億
９
８
９
万
円

　
　
（
落
札
率
74
％
）

主な改正内容
　高齢者、障害者の移動等の円滑化の促進に関する
法律の規定に基づきバリアフリー改修した特別特定
建築物に該当する家屋のうち８年４月１日から１１年３
月３１日までの間で政府の補助で利便性等向上改修
工事が行われたものの家屋に関する都市計画税の３
分の１を２年度分減額する。

令和８年度　議会改革の目標

目標 取組目標

町民意見の反映 町民の多様で幅広い年齢層の意見を把握し、町政に反映
させる。

議会審議の充実 議案に対する質疑を活発に行い、町政に対するチェック
機能の充実を図る。

吉田漁港

防潮堤住吉工区施工イメージ

引用：地理院地図

坂口谷川→

② R
8・
R9施
工予
定

交差
部

※構
造検
討中

① R
7施
工中

漁港
区域

護岸

実施範囲
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問
question

吉
田
町
が
目
指
す
賑
わ
い
と
は

答
answer

活
発
な
交
流
や
経
済
的
な
盛
り
上
が
り

問

東
名
吉
田
Ｉ
Ｃ
周
辺
の

賑
わ
い
づ
く
り
と
は
。
ま

た
、
そ
の
数
値
目
標
は
。

答

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
つ
な

ぐ
」
と
「
た
ま
る
」。「
つ

な
ぐ
」
は
バ
ス
停
留
所
の

集
約
な
ど
に
よ
り
、
新
し

い
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
。

「
た
ま
る
」
は
タ
ー
ミ
ナ
ル

内
に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
作
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、

町
内
外
か
ら
人
を
集
め

る
。
数
値
目
標
に
つ
い
て

は
バ
ス
の
乗
降
者
数
、
イ

ベ
ン
ト
来
場
者
数
を
考
え

て
い
る
が
、
関
係
機
関
と

の
協
議
が
未
完
了
で
あ
る
。

問

暦
年
の
実
施
計
画
と
当

初
予
算
の
関
係
に
お
い
て

計
画
に
遅
れ
が
あ
る
と
考

え
る
。
そ
の
理
由
は
。

答

財
源
確
保
や
事
業
調
整

の
た
め
、
実
施
計
画
と
実

際
の
進
捗
に
は
差
が
生
じ

る
。

問

現
状
、
い
つ
完
成
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
か
。

答

５
年
後
完
成
を
目
指
し

て
い
る
が
、
予
算
や
用
地

買
収
や
バ
ス
業
者
な
ど
と

の
関
係
で
遅
れ
る
可
能
性

は
あ
る
。

問

Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
の
資
料

に
「
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
玄

関
を
演
出
す
る
」
と
の
記

載
が
あ
る
。現
状
、吉
田
町

は
夜
間
人
口
よ
り
昼
間
人

口
の
方
が
多
い
町
で
あ
る
。

　
　

つ
ま
り
、
吉
田
町
に
働

き
に
来
る
人
が
多
い
。
町

は
吉
田
町
を
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
化
し
よ
う
と
の
考
え
か
。

答

Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
に
よ

り
、
交
通
の
便
を
良
く
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
静
岡

市
や
東
京
な
ど
へ
勤
め
る

方
も
吉
田
町
に
住
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
の
思
い
の

表
現
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
企
業
誘
致
に
も
努
力

し
、
目
指
す
は
定
住
人
口

の
増
加
で
あ
る
。

問

沿
岸
部
の
賑
わ
い
施
設

の
整
備
に
よ
る
賑
わ
い
づ

く
り
と
は
。

答

多
目
的
広
場
、
海
浜
回

廊
、
県
営
吉
田
公
園
お
よ

び
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の
利

活
用
を
図
り
、
地
域
の
憩

い
の
場
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、
多

数
の
交
流
が
生
ま
れ
る
場

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
す
。　

問

吉
田
公
園
南
側
の
官
民

連
携
で
の
開
発
の
現
状
は
。

答

実
施
方
針
を
公
表
し
、

賑
わ
い
創
出
機
能
施
設
と

し
て
の
意
見
を
民
間
事
業

者
か
ら
募
集
し
て
お
り
、

9
年
度
末
の
事
業
契
約
締

結
を
目
指
し
て
い
る
。

　

８
年
３
月
末
、
吉
田
町
の
日
本
人
人
口
が
２
万
６
千
人
を
下
回
っ
た

（
下
表
参
照
）。
日
本
人
人
口
の
減
少
が
続
く
中
、
町
は
交
流
人
口
や
関

係
人
口
の
創
出
に
よ
る
「
賑
わ
い
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
内
容
や
成
果
の
測
り
方
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

町政を問う

平
ひら

野
の

　 積
つもる

議
員

一 般 質 問

東名ＩＣ周辺の開発イメージ図

吉田町人口 年度末人口
年度 調査月 総人口 日本人 外国人

平成１８年 平成１９年3月 29,602 28,688 914 
平成２３年 平成２４年3月 30,532 29,582 950 
平成２８年 平成２９年3月 29,691 28,496 1,195 
令和３年 令和４年3月 29,110 27,293 1,817 
令和７年 令和８年3月 28,700 25,940 2,760 
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①�
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
で
子
育
て
の
不
安
や
孤
立
感
を
感
じ
る
家

庭
を
減
ら
し
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
児
童
公
園
に
つ
い
て
、

②�

町
の
Ｈ
Ｐ
で
、
自
衛
官
募
集
の
対
象
者
情
報
を
提
供
す
る
と
配
信
し

て
い
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
を
し
た
。

問
question

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
環
境
は

答
answer

適
時
適
切
な
遊
具
の
維
持
管
理
と
設
置

公
園
の
整
備
に
つ
い
て

問

都
市
計
画
公
園
の
う
ち
、

供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
な

い
公
園
の
整
備
計
画
は
。

答

計
画
決
定
し
て
い
る
13

カ
所
の
う
ち
8
カ
所
は
供

用
開
始
し
て
い
る
が
、
未

供
用
は
5
カ
所
で
、
稲
荷

山
公
園
は
児
童
遊
園
地
と

し
て
利
用
、
住
吉
西
の
坪

公
園
は
暫
定
的
に
整
備
し

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

に
利
用
し
て
い
る
。
浜
田

公
園
、
日
の
出
公
園
、
し

ら
さ
ぎ
公
園
は
浜
田
土
地

区
画
整
理
事
業
と
し
て
完

成
後
町
へ
移
管
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

問

子
ど
も
た
ち
が
増
え
て

い
る
地
域
で
の
児
童
公
園

な
ど
の
整
備
要
望
は
。　

答

新
た
な
要
望
は
な
い
が
、

遊
具
の
充
実
な
ど
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
青

柳
公
園
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
を
新
設
し
た
。　

問

遊
具
の
点
検
は
計
画
的

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。　

答

専
門
業
者
に
よ
る
定
期

点
検
と
職
員
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
遊
具
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

点
検
に
よ
り
対
処
が
必

要
な
遊
具
は
、
原
則
、
既

存
施
設
の
修
繕
で
対
応
し

て
い
る
が
、
撤
去
や
更
新

な
ど
の
対
応
は
そ
の
都
度

判
断
し
て
い
る
。

　
　

今
後
は
、
公
園
の
利
用

状
況
や
住
民
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
適
時
適
切

な
公
園
遊
具
の
維
持
管
理

と
設
置
を
行
う
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
公
園
環
境
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

自
衛
官
募
集
に
係
る
情
報

提
供
に
つ
い
て

問

町
の
Ｈ
Ｐ
で
、「
自
衛

官
等
募
集
に
係
る
案
内
」

が
配
信
さ
れ
18
歳
に
な
る

人
を
対
象
に
自
衛
隊
事
務

所
か
ら
案
内
が
送
付
さ
れ

る
。

　
　

個
人
情
報
保
護
法
で
は

「
個
人
情
報
を
収
集
し
た

目
的
以
外
に
提
供
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
、

平
成
31
年
3
月
議
会
で

「
町
か
ら
紙
媒
体
や
デ
ー
タ

な
ど
で
個
人
情
報
の
提
供

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」

と
の
町
長
答
弁
が
あ
る
。

　
　

情
報
提
供
す
る
根
拠
は

な
に
か
。

答

提
供
す
る
根
拠
は
自
衛

隊
法
97
条
で
「
市
町
村
長

は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
自
衛
官
等
の
募

集
に
関
す
る
事
務
の
一
部

を
行
う
」
と
規
定
さ
れ
、

施
行
令

120
条
で
「
自
衛
官

等
の
募
集
に
関
し
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

必
要
な
報
告
又
は
資
料
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
さ
れ
、
個
人
情

報
保
護
法
に
お
い
て
も

「
法
律
に
基
づ
く
場
合
は

個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

問

提
供
者
数
は
何
名
か
。

答

約
300
名
で
、
氏
名
と
住

所
の
み
ラ
ベ
ル
印
刷
し
た

も
の
を
提
供
し
て
い
る
。

一 般 質 問

大
おお

石
いし

　 巌
いわお

議
員

吉田町旧児童館遊園地
（住吉）
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町政を問う
問
question

「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ 

− 
０
プ
ラ
ス
」
と
は

答
answer

耐
震
・
減
災
へ
の
新
た
な
補
助
制
度
で
あ
る

ど
か
ら
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
住
宅
な
ど
の
耐

震
化
を
支
援
す
る
こ
と
が

国
・
県
・
町
の
補
助
制
度

の
共
通
し
た
趣
旨
で
あ
る
。

問

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ

−

０
プ

ラ
ス
に
よ
る
新
た
な
耐
震

改
修
補
助
事
業
制
度
、

　

①�

木
造
住
宅
耐
震
補
強
助

成
事
業

　

②�
住
宅
屋
根
耐
風
改
修
助

成
事
業

　

③�

外
部
補
強
減
災
化
助
成

事
業

　

の
補
助
金
活
用
と
条
件
は
。

答

下
表
に
よ
る
。（
※
２
０ 

０
０
年
建
築
基
準
法
改
正
）

問

２
０
０
０
年
以
降
の
建

物
の
耐
震
性
が
証
明
さ
れ

た
。
地
震
災
害
の
映
像
は

倒
壊
し
た
建
物
ば
か
り
が

放
映
さ
れ
、
不
安
と
失
望

で
耐
震
工
事
を
断
念
す
る

人
が
多
い
。
倒
壊
し
た
建

物
と
無
被
害
の
建
物
を
同

時
に
並
べ
て
比
較
で
き
る

広
報
制
度
と
発
信
は
で
き

な
い
か
。

答

耐
震
補
強
の
広
報
は
、

単
に
倒
壊
の
危
険
を
強
調

す
る
だ
け
で
な
く
「
建
物

の
耐
震
化
を
行
う
こ
と
で

命
と
財
産
を
守
る
」
と

い
っ
た
前
向
き
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
今
後
は

被
害
状
況
の
対
比
も
含
め

耐
震
化
の
効
果
を
正
確
に

理
解
で
き
る
周
知
方
法
を

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

問

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ⅰ

−

０
プ
ラ
ス
に
つ

い
て
国
・
県
・
町
が

掲
げ
る
趣
旨
お
よ

び
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

答

阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
亡
く
な
っ

た
８
割
以
上
の
方

が
、
住
宅
の
倒
壊

な
ど
に
よ
る
圧

死
・
窒
息
死
な
ど

が
原
因
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
国
は

「
建
築
物
の
耐
震

改
修
に
関
す
る
法

律
」
を
制
定
。
国

の
方
針
に
基
づ
き
、

建
築
物
の
倒
壊
な

　

８
年
４
月
１
日
か
ら
、
耐
震
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ

Ｉ−

０
プ
ラ
ス
」
が
施
行
さ
れ
た
。
６
年
能
登
半
島
地
震
の
建
築
物
構
造

被
害
（
国
土
交
通
省
）
で
は
２
０
０
０
年
以
降
の
倒
壊
・
崩
壊
・
大
破

は
12
棟
（
2.0
％
）
の
み
。
新
た
な
補
助
制
度
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

山
やま

内
うち

　 均
ひとし

議
員

能登半島地震の建築物構造被害について（国土交通省）

倒壊・崩壊 大破 軽微・小破・
中破 無被害

1981年
以前

662
（19.4％）

676
（19.8％）

1,644
（48.2％）

426
（12.5％）

1981年～
2000年

48
（5.4％）

103
（11.5％）

505
（56.6％）

237
（26.5％）

2000年
以降

4
（0.7％）

8
（1.3％）

198
（32.6％）

398
（65.5％）

単位：棟

ＴＯＵＫＡＩ-０プラスによる新たな耐震・減災の補助制度

① ・�木造の既存住宅の補強計画の策
定や耐震補強工事 ・�１１５万円を限度

②
・�屋根の耐風診断
・�瓦屋根のすべてを現行基準に改

修する工事

・�専門家が診断する費用２万５千円
を限度

・�改修費用６９万円を限度

③ ・�屋根の軽量化や住宅の外壁に外
付きブレースを設置

・�一般の世帯　８５万円
　高齢者のみの世帯９５万円を限度
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①�
町
内
の
農
地
が
、
外
国
人
の
経
営
す
る
農
業
法
人
に
貸
借
さ
れ
、
そ

の
面
積
が
拡
大
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

②�

近
年
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広
い
世
代
で
楽
し
ま
れ
て
い
る

e
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
を
し
た
。

問
question

農
地
を
外
国
人
に
貸
借
し
て
い
る
面
積
は

答
answer

６
万
９
６
０
０
㎡
で
あ
る

農
地
の
外
国
人
へ
の
貸
借

に
つ
い
て

問

2
月
16
日
の
農
業
委
員

会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た

第
2
号
議
案
に
お
い
て
、

31
件
の
使
用
貸
借
権
の
申

請
が
あ
り
、
そ
の
内
の
29

件
が
、
同
一
の
外
国
人
が

経
営
す
る
農
業
法
人
の
申

請
か
。
ま
た
農
地
の
購
入

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答

そ
の
通
り
で
あ
る
。
た

だ
、
全
て
が
新
規
で
は
な

く
、
継
続
（
7
件
）
を
含

め
て
で
あ
る
。
外
国
人
の

方
が
農
地
を
購
入
し
て
い

る
状
況
は
な
い
。

問

面
積
で
は
。

答

継
続
分
３
万
１
０
０
０

㎡
、
新
規
分
を
合
わ
せ

６
万
９
６
０
０
㎡
で
あ
る
。

問

町
内
農
地
全
体
の
何
％

に
あ
た
る
の
か

答

2.1
％
に
あ
た
る
。

問

農
業
委
員
会
で
の
意
見

お
よ
び
議
論
は
。

答

計
画
通
り
に
耕
作
で
き

る
の
か
議
論
さ
れ
た
。
農

業
法
人
に
対
し
、
営
農
計

画
書
や
収
支
報
告
書
な
ど

の
資
料
提
出
と
、
委
員
会

総
会
へ
出
席
を
求
め
、
詳

細
な
説
明
を
聞
き
、
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。
ま
た

現
地
確
認
も
実
施
さ
れ
、

法
人
の
営
農
能
力
が
認
め

ら
れ
た
。

問

外
国
人
の
農
業
従
事
者

の
方
に
は
、
農
業
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
入
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
が
。

答

地
域
の
し
き
た
り
や
方

法
が
あ
る
。
身
近
な
所
か

ら
顔
を
突
き
合
わ
せ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

問

農
地
を
取
得
す
る
よ
う

な
場
合
の
対
応
や
対
策
は
。

答

農
地
の
売
買
は
農
地
法

の
中
の
権
利
の
移
動
に
当

た
る
重
要
な
部
分
。
一
定

の
ハ
ー
ド
ル
が
設
け
ら
れ

て
い
る
が
、
国
の
法
改
正

な
ど
ま
だ
過
渡
期
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
辺
を

注
視
し
な
が
ら
、
委
員
会

で
も
議
論
を
し
て
い
く
。

農
業
委
員
会
は
、
独
立
し

た
行
政
委
員
会
で
あ
り
、
首

長
が
指
揮
監
督
す
る
組
織

で
は
な
い
た
め
、
農
業
委
員

会
事
務
局
と
し
て
の
答
弁
。

e
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

問

学
校
教
育
の
中
で
e
ス

ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
は
。

答

今
は
部
活
動
の
地
域
展

開
を
進
め
て
い
る
。
周
辺

市
町
で
は
e
ス
ポ
ー
ツ
を

地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
認
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

将
来
的
に
地
域
や
生
徒
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
認
定

要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
地
域
ク
ラ
ブ
と

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

大
おお

石
いし

裕
ひろ

之
ゆき

議
員
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問
question

外
壁
落
下
防
止
の
全
面
調
査
を
実
施
し
た
の
か

答
answer

実
施
し
て
い
な
い

問

町
が
保
有
す
る
公
共
施

設
の
中
で
、
調
査
・
検
査

を
必
要
と
す
る
建
築
物
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答

役
場
庁
舎
、
小
・
中
学

校
、
中
央
公
民
館
、
学
習

ホ
ー
ル
、
総
合
体
育
館
、

図
書
館
の
９
施
設
。

問

９
施
設
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
調
査
・
検
査
を

実
施
し
た
建
物
は
何
か
。

答

９
施
設
に
つ
い
て
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。

問

調
査
・
検
査
の
結
果
に

対
し
ど
の
よ
う
に
対
処
し

た
の
か
。

答

特
定
建
築
物
、
建
築
設

備
、
防
火
設
備
、
昇
降
機

な
ど
の
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。「
庁
舎
」
を
例

に
、
７
年
度
の
検
査
結
果

と
そ
の
処
理
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
、
庁
舎
は
竣
工

後
30
年
が
経
過
、
外
壁
の

一
部
に
「
ク
ラ
ッ
ク
」
や

「
目
地
の
劣
化
」
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、「
要
是
正
」

の
指
摘
を
受
け
て
い
る
項

目
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で

も
、
外
壁
タ
イ
ル
や
シ
ー

リ
ン
グ
の
修
繕
、
カ
ー
テ

ン
ウ
ォ
ー
ル
の
防
水
修
繕

な
ど
を
実
施
。
今
後
も
必

要
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

問

今
後
、
調
査
・
検
査
を

実
施
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

答

法
定
点
検
に
つ
い
て

は
、
毎
年
、
又
は
２
年
に

１
回
の
頻
度
で
、
引
き
続

き
実
施
し
て
い
く
。

問

こ
の
地
域
に
お
け
る
、

検
査
報
告
先
の
特
定
行
政

庁
と
は
ど
こ
な
の
か
。

答

島
田
土
木
事
務
所
に
な

る
。

問

４
つ
の
検
査
の
う
ち
、

特
定
建
築
物
に
つ
い
て
検

査
の
内
容
は
。

答

期
間
は
２
年
に
一
度
、

外
壁
の
タ
イ
ル
や
モ
ル
タ

ル
の
劣
化
が
な
い
か
、
手

の
届
く
範
囲
で
テ
ス
ト
ハ

ン
マ
ー
で
た
た
い
た
り
、

目
視
に
よ
る
検
査
を
実
施

し
、
報
告
し
て
い
る
。

問

外
壁
の
タ
イ
ル
や
モ
ル

タ
ル
の
検
査
は
10
年
に
一

度
、
全
体
の
検
査
を
行
い

報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
実
施
し

て
い
る
の
か
。

答

実
施
し
て
い
な
い
。

問

10
年
に
一
度
の
検
査
は

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
実
施
は
。

答

外
壁
が
タ
イ
ル
、
石
貼

り
、
モ
ル
タ
ル
な
ど
の
場

合
は
、「
竣
工
後
10
年
を

経
過
し
て
い
る
場
合
は
、

概
ね
10
年
に
一
度
、
落
下

に
よ
り
歩
行
者
等
に
危
害

を
加
え
る
お
そ
れ
の
あ
る

部
分
の
全
面
的
な
打
診
な

ど
に
よ
る
確
認
」
が
必
要

と
な
る
。
当
町
は
、
10
年

ご
と
の
全
面
的
な
打
診
な

ど
に
よ
る
確
認
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
以

外
は
調
査
を
実
施
し
報
告

し
て
い
る
。

　
　

今
回
、
調
査
が
未
実
施

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
実
施
で
き
る
よ
う
準

備
を
す
る
。

　

役
場
庁
舎
の
外
壁
に
ひ
び
割
れ
が
見
ら
れ
る
。
不
特
定
多
数
の
人
が

利
用
す
る
建
築
物
（
公
共
施
設
）
に
お
い
て
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害

に
よ
る
外
壁
落
下
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
建
築
基
準
法
第
12
条
に

則
り
定
期
的
に
「
調
査
・
検
査
」
を
実
施
し
て
い
る
か
質
問
し
た
。

町政を問う

八
や

木
ぎ

　 栄
さかえ

議
員

吉田町庁舎壁面のひび割れ
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子
ど
も
の
確
か
な
学
力
を
保
障
す
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
「
Ａ
Ｉ
型

デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
」
を
導
入
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
む
が
、
学
校
基
盤
へ

の
課
題
、
学
力
テ
ス
ト・高
校
入
試
は
紙
で
行
う
現
実
。
書
字
力
の
低
下
、

宿
題
の
在
り
方
、
健
康
、
保
護
者
の
不
安
な
ど
を
質
問
し
た
。

問
question

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
の
現
状
は

答
answer

切
れ
目
な
い
環
境
整
備
は
整
っ
て
い
る

問

書
く
こ
と
で
し
か
育
た

な
い
力
（
書
字
力
）
や
読

解
の
時
間
の
確
保
は
。

答

紙
学
習
は
、
手
書
き
に

よ
る
記
憶
定
着
や
紙
を
め

く
る
五
感
を
刺
激
、
ま

た
、
長
文
読
解
や
思
考
整

理
に
優
れ
て
い
る
。
基
本

の
と
こ
ろ
を
紙
で
学
ぶ
こ

と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

問

紙
学
習
と
デ
ジ
タ
ル
学

習
の
割
合
を
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
設
け
る
考
え
は
。

答

学
年
に
、
個
々
に
あ
っ

た
状
況
に
よ
る
先
生
の
指

導
が
大
切
で
あ
り
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
考
え
な
い
。

問

宿
題
を
出
さ
な
い
主
体

性
を
育
て
る
学
校
が
全
国

的
に
少
し
ず
つ
増
え
、
成

功
例
も
あ
る
。
町
内
で
も

先
進
的
に
行
っ
て
い
る
学

校
も
あ
る
。
宿
題
の
あ
る

な
し
が
学
校
間
で
違
う
こ

と
は
保
護
者
に
は
理
解
し

に
く
い
と
考
え
る
が
。

答

全
国
的
に
自
主
性
が
求

め
ら
れ
、
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
自
立
性
、
自
己
調
整

力
の
育
成
が
、
受
動
的
な

学
習
か
ら
自
学
へ
の
段
階

的
移
行
に
よ
る
主
体
的
な

力
の
育
成
と
な
る
こ
と
を

3
小
学
校
と
も
目
的
と
し

て
進
め
て
い
る
。

楠
くす

元
もと

由
ゆ

美
み

子
こ

議
員

AI型デジタルドリル
導入メリット

①基礎学力の定着
②学習カルテ閲覧

（７月～）
保護者のスマホなどか
ら子どもの学習履歴や
状況が把握可能。

保護者の不安…
アンケートで、不安や意見を
直接把握し学校と情報を共有
し改善や適切な対応に努めて
いる。電話やメールなどの問
い合わせにも、丁寧な対応を
心がけている。安心して子育
てできるよう信頼関係の構築
に努めていく。

リテラシー格差解
消…
各学校において、
保護者を対象とし
た情報モラルに関
する講演会や啓発
活動を実施してい
る。

健康への対応…
健康面に留意する
ことを記載した確
認書のチェックを
毎年お願いしてい
る。夜間から早朝
までの一定時間は
インターネットに
接続できない設定
を周知している。

※相談員やスクールカウンセラーなど
と連携を図り、不登校児童生徒とその
保護者に寄り添った、きめ細かな学習
機会の提供に努めます。

不登校支援へのサポートは…
①「ステップルーム」
　町が設置・運営する教育支援センター
②「にじいろ」
　吉田中学校内設置の校内教育支援センター
③「しずおかバーチャルスクール」
　県教育委員会運営のオンライン上の学習空間

町政を問う 一般 質 問
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総務文教常任委員会報告

「移住定住について」に決定

産業建設常任委員会報告

観光振興策について

調 査 事 項

調 査 事 項

６
月
８
日

　
各
委
員
提
出
の
調
査
事

項
案
か
ら
協
議
し
、「
移

住
定
住
に
つ
い
て
」
調
査

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
次
回
、
調
査
目
的
を
決

定
す
る
た
め
、
正
副
委
員

長
に
て
、
原
案
を
提
出
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

６
月
11
日

　
所
管
事
務
調
査
に
つ
い

て
協
議
し
⑴
調
査
目
的
、

⑵
調
査
方
法
、
⑶
調
査
期

間
を
決
定
し
た
。

⑴
調
査
目
的

　
静
岡
県
の
人
口
減
少
が

進
む
中
、
吉
田
町
で
も
人

口
減
少
が
加
速
し
て
い
る
。

吉
田
町
人
口
の
推
移
は
、

元
年
５
月

　
２
万
９
６
１
２
人

　
（
外
国
人
１
５
５
５
人
）

５
年
５
月

　
２
万
９
２
３
１
人

　
（
外
国
人
２
２
１
１
人
）

８
年
５
月

　
２
万
８
７
０
０
人

　
（
外
国
人
２
８
２
６
人
）

と
、
人
口
減
少
と
い
う
調

査
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い

る
。

　
人
口
減
少
に
よ
り
地
域

経
済
の
縮
小
が
始
ま
り
、

税
収
減
に
よ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
進
む
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打

破
す
る
た
め
に
人
口
の
増

加
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
そ
こ
で
当
委
員
会
と
し

て
、
町
が
行
な
っ
て
い
る

移
住
定
住
の
施
策
に
つ
い

て
そ
の
現
状
と
課
題
を
調

査
研
究
し
、
町
の
政
策
に

寄
与
す
る
。

⑵
調
査
方
法

　
執
行
部
か
ら
説
明
員
の

出
席
お
よ
び
資
料
提
出
を

求
め
、
現
状
と
課
題
を
検

証
す
る
。

⑶
調
査
期
間

　
調
査
・
研
究
が
終
了
す

る
ま
で
。

　
以
上
の
内
容
を
決
定
し
、

議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査

と
し
た
。

委
員
長　
八
木　
栄

１
月
26
日

　
観
光
政
策
に
関
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
し
た
。

テ
ー
マ

　
新
た
な
稼
ぐ
観
光
政
策

講
師

　
跡
見
学
園
女
子
大
学

　
篠
原
靖
准
教
授

２
月
12
日

　
セ
ミ
ナ
ー
受
講
の
ま
と

め
を
行
っ
た
。

（
感
想
・
意
見
）

・
観
光
施
策
や
成
功
事
例

な
ど
参
考
に
な
っ
た
。

・
従
来
型
の
観
光
か
ら
、

こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な

い
地
域
の
魅
力
観
光
へ

の
変
化
を
知
っ
た
。

・
民
泊
事
業
を
官
民
連
携

で
展
開
で
き
な
い
か
。

・
行
政
と
民
間
の
役
割
調

整
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

・「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

ど
な
た
で
も
」
の
観
光

コ
ン
セ
プ
ト
か
ら「
今

だ
け
、
こ
こ
だ
け
、
あ

な
た
だ
け
」（
体
験
・

滞
在
・
交
流
を
通
し
、

そ
こ
で
し
か
感
じ
ら

れ
な
い
旅
）
へ
の
変
革

が
印
象
的
だ
っ
た
。

・
何
が「
来
て
よ
か
っ
た
」

と
感
じ
る
の
か
の
視

点
で
議
論
す
る
必
要

が
あ
る
。

３
月
10
日

　
産
業
課
お
よ
び
観
光
協

会
役
員
か
ら
観
光
振
興
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

４
月
９
日

　
観
光
協
会
と
の
意
見
交

換
の
ま
と
め
を
行
っ
た
。

５
月
18
日

　
他
市
町
の
観
光
協
会
へ

の
視
察
に
つ
い
て
検
討
し

た
。

６
月
５
日

　
観
光
事
業
に
つ
い
て
の

行
政
視
察
先
を
検
討
し
た
。

委
員
長　
大
石　
巌
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産業建設常任委員会報告に関するお詫びと訂正

　このたび、議会だより第120号に掲載した産業建設常任委員会報告の内容につきまして、一
般社団法人吉田町まちづくり公社（以下、公社）の取り組みを批判するかのようなまぎらわ
しい表現となりましたことを深くお詫び申し上げます。
　当該記述は、本来、令和７年10月30日に公社を視察した内容の報告をすべきでした。公社
は、視察を快く受け入れてくださり、関連する活動資料をご用意のうえ、丁寧な説明をして
いただきました。その中で、公社が日頃から町の魅力向上を意識して取り組まれている活動
には、観光振興につながる要素があることも確認できました。しかしながら、記事では、結
果として、公社の取り組み自体を批判するかのような印象を与えかねない不適切な内容と
なってしまいました。
　公社の皆様におかれましては、日頃より町の事業推進に多大なご尽力をいただいているに
もかかわらず、誤解を招く掲載となりましたことを重ねてお詫び申し上げます。
　なお、議会だよりに記載した当該部分についての委員会の考えは、
１　「限られた予算・マンパワーの中では思い切った取り組みが期待できない」との記載に

つきましては、町として予算や人的支援をより充実させる必要があるのではないかという
趣旨で記したものであります。

２　「景観形成としての公社の役割はどうか」との記載につきましては、公社が日頃から丁
寧に工夫を重ねておられることを踏まえ、委員会において、視察後の意見の中で、「町
は、町全体の体制の中で、公社がより取り組みやすい環境を整える必要があるのではない
か」という趣旨で記したものであります。

３　「司令塔になるところが必要と考える」との記載につきましては、観光振興を進めるに
あたり、公社を含めた取り組みを、町全体としてどのように展開していくかが重要である
との視点からの趣旨でした。

４　「町は、町づくりの名にふさわしい施策を指示すべきではないか」との記載につきまし
ては、公社が北オアシスパークの管理運営、美化活動、地域貢献活動など、地域を支える
大切な役割を担っており、これらの活動は、町の賑わいづくりや町民の安全・安心、地域
環境の維持にとって重要であると認識している一方で、公社設立時の議会答弁や町長メッ
セージなどから、防災と賑わいづくりを一体的に進める「シーガーデンシティ構想」の担
い手として、情報発信、企業間連携、創業支援、地域内外の交流促進、賑わい創出など、
幅広い役割を期待されていたと理解しておりました。現在担っていただいている重要な基
礎的業務に加えて、設立時に掲げられた役割を今後どのように発揮していくのか、その方
向性を町は整理することが必要ではないかという趣旨でした。

　今後の議会だより作成にあたり、 掲載内容の事実確認の徹底および文章内容の精査を強化
し、町民へ伝わりやすい紙面づくりを図り、同様の事態が生じないよう再発防止に努めてま
いります。
　改めて、公社には、産業建設常任委員会視察の受け入れに際し、丁寧なご案内とご説明を
賜りましたことに、心より感謝申し上げます。公社の日頃の取り組みに深い敬意を表しま
す。

　詳細内容につきましては、下記２次元コードからご覧いただけます。

→「詳細内容はこちら」
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※本紙に記載している数値につきましては、一部千円以下を切り捨てして万円単位で表記しています。

議会広報特別委員会
委員長　　楠元由美子　　　副委員長　蒔田　昌代
委　員　　大石　裕之　　大石　巌　　平野　積　　八木　栄　　山内　均

まちの話題

４月２９日（水・祝）　県営吉田公園
第３４回吉田町みどりのオアシスまつり

５月１７日（日）　県営吉田公園西側町有地
第４３回吉田町凧揚げまつり

５月１７日（日）　川尻会館
第３０回川尻区文化祭

５月２３日（土）　自彊小学校
自彊小スポーツフェスティバル

５月２６日（火）　吉田中学校
活力祭

５月５日（火・祝）　県営吉田公園広場
メダカフェス㏌吉田

第３回定例会（９月）のご案内
　令和８年第３回吉田町議会定例会は９月１日（火）から開催予定です。
　傍聴はどなたでもできます。当日に４階議会事務局にて受付を済ましてから
５階傍聴席にご入場ください。お待ちしております。� 問い合わせ先　　議会事務局　３３－２１４１

傍聴の仕方は
こちらへ
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